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近
世
封
建
交
通
史
を
考
え
る
上
で
、
助
郷
の
問
題
を
抜
き
に
し
て
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
近
世
に
お
け
る
陸
上
輸
送
は
、
宿
駅
の
人
馬
に
依
存
し
、
輸
送
の
円
滑
化
が
は
か
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
幕
府
公
用
貨
客
の
継
立
が
最
優
先
し
、
米
本
的
に
は
宿
内
の
人
馬
役
負
担
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
。
東海道には、寛永十二（一六一一一五）年に一宿百人百疋の常備人胴
役の提供を義務づけた。
し
か
し
、
交
通
量
の
増
大
に
伴
な
っ
て
百
人
百
疋
の
常
伽
伝
馬
人
足
で
は
、
そ
の
継
送
り
用
役
に
支
障
を
き
た
す
の
で
、
宿
駅
近
傍
の
農
村
か
ら
人
蛎
を
出
役
さ
せ
て
、
そ
の
補
填
を
す
る
と
い
う
制
度
を
設
定
し
た
。
こ
れ
を
助
郷
と
い
い
、
助
郷
を
負
机
す
る
村
を
助
郷
村
と
呼
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
助
郷
課
役
は
、
農
民
に
と
っ
て
新
た
な
問
題
を
現
出
す
法
政
史
学
第
三
十
六
号
一
、
は
じ
め
に
小田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
担
ｌ
西
助
郷
村
の
負
担
の
実
態
Ｉ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
助
郷
が
労
役
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
腱
業
生
産
労
働
に
桃
わ
る
農
民
の
出
役
は
、
農
業
労
働
力
を
奪
わ
れ
るということ、また助郷の出役が農業の季節的繁忙期に比較的多
い
と
い
う
こ
と
、
農
業
絲
営
が
家
族
労
働
力
に
依
存
し
て
い
る
近
世
の
農
村
で
は
、
農
業
生
産
労
働
に
使
役
す
る
馬
が
不
可
欠
で
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
出
役
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
農
民
に
と
っ
て
は
農
業
経
営
上
で
附
難
な点が多くなっていった。しかも、交通雌の期大からくる助郷負
担
の
過
欣
は
、
農
村
を
次
第
に
疲
幣
さ
せ
、
鍵
村
瓦
解
の
要
因
と
も
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
助
郷
制
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
内
に
含
み
な
が
ら
、
幕
藩
体
制
と
い
う
支
配
榊
造
の
も
と
で
展
開
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
現
在
、
私
が
も
っ
と
も
助
郷
に
関
し
て
主
要
課
題
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
助
郷
の
負
担
構
造
を
体
系
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
幕
藩
体
制
と
い
う
独
自
な
社
会
構
成
体
を
形
成
し
て
い
た
農
村
に
焦
点
を
あ
て
、
幕
藩
領
主
権
力
の
村
落
支
配
が
助
郷
と
い
う
夫
役
を
課
す
る
こ
と
宇
佐
美
ミ
サ
子
一一一ハ
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，
①
村
高
の
推
移
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
の
出
役
方
法
は
、
酒
匂
川
を
境
と
し
て
、
東
西に分割さ』い輔年おきに東筋の助郷村、西筋の助郷村に負扣が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
小
田
原
宿
の
助
郷
村
二
一
一
一
か
村
の
う
ち
、
東
筋
助
郷
村
は
六
二
か
村
、
西
筋
助
郷
村
は
五
一
か
村
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
助
郷
総
高は、東筋助郷村が約二万八千石余、西筋助郷村が一万一一一千打余
であった。
西
筋
助
郷
村
の
位
置
は
、
別
図
Ａ
を
参
照
す
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
こ
れ
ら
西
筋
助
郷
村
の
動
向
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
別
凶
Ａ
に
示
し
た
よ
う
に
、
西
筋
助
郷
村
は
酒
匂
川
の
西
側
地
域
に
点
在
する諸村で、後背地は小高い丘陵地から箱根外輪山へ隣接する。
酒
匂
川
に
沿
っ
て
、
矢
倉
沢
往
還
、
甲
州
方
面
へ
通
ず
る
街
道
筋
に
点
在
す
る
諸
村
と
、
一
方
東
海
道
沿
い
に
箱
根
方
面
へ
続
く
街
道
沿
い
に
点
在
す
る
諸村である。
ま
ず
、
西
筋
助
郷
村
の
村
高
の
推
移
を
表
１
に
よ
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
（２）
する。
に
よ
っ
て
、
ど
う
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
。
ま
た
夫
役
を
課
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
村
は
ど
う
変
質
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
右
の
研
究
視
角
を
踏
ま
え
て
、
殊
に
そ
の
中
心
と
す
る
小
田
原
宿の助郷村に焦点を絞り助郷負担の夫役形態を具体的に検川し、
小
田
原
宿
の
助
郷
村
の
地
域
的
特
質
を
探
り
出
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
担
（
宇
佐
美
）
二
、
西
筋
助
郷
村
の
動
向
小田原地域の検地は、大久保氏の時代に、天正十九つ五九
一）年、慶長十七（一六一一一）年の二度検地が実施され、稲葉氏
の時代になると、寛永十七（一六四○）年と、万治一’三（一六
五八’一六六○）年に惣検地を実施した。
表１のＡ欄は万治検地の村高である。Ｂ欄は貞享三（一六八六）
年の『御引漉記録集成』から作成したものであるが、これは朱印
高で新旧、名主給、寺社免地などが差引かれている。Ｃ欄は元禄
十三（一七○○）年『村高覚』の記載のものであり、Ｄ欄は天保
五（一八三四）年の『相模国郷帳』から作成したものでそれぞれ
の村高の一覧である。
これによると、元祉十三（一七○○）年の西筋助郷村の村高の
総高は、二万五七八六石余であるが、天保五（一八一一一四）年にな』
ると、二万七八一一一八布余となり、｜・二倍の琳加率を示している。
なかには二倍以上の噌加率を示す村落もあるが、総体的には緩満
な
増
加
率
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
元禄十三（一七○○）年の平均村高は、約五一○石余、天保五
（一八三四）年は六二二石余であり、最大は久野村の一九一一五石
余で、鮫少は人生川村の四九石余である。一○○○石以上を示す
村落は、久野村他四か村で一○。〈－セントと僅か一割に満たな
い。四○打以下は二四か村で、約四○．〈－セントと半数を占めて
いる。天保五（一八三四）年の段階においても村落数は甚しい変動も
なく、明端以後の政治的行政区の変革を迎えるまで著しい変化は
見
ら
れ
な
い
。
一
一
七
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表１ 小田原藩領西筋助郷村村高の変遷
法
政
史
学
第
三
十
六
号
村高の椎移村名｜妻 万蝿葦④|貞享3年⑧|元禄'3年01天保5年◎ 平均合
５
１
６
１
３
２
７
５
４
２
２
升
５
Ｚ
Ｏ
５
２
０
６
且
４
８
９
斗
６
４
征
６
５
８
６
８
９
丘
０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
石
師
駈
弧
師
〃
Ｍ
ｎ
皿
別
師
Ⅱ
３
１
１
２
３
４
４
４
１
５
石斗升合
401.6.5.7
203.0.6.0
４９．６．４．９
石斗升合
401.6.5.7
195.2.4.5
49.6.4.9
215.1.6.8
274.1.2.5
402.3.9.8
441.6.6.7
447.6.4.9
483.9.4.8
163.2.8.3
657.6.5.9
石斗升合
484.8.1.2
231.5.9.2
51.2.2.4
231.1.5.1
294.4.9.7
413.8.0.1
474.4.9.9
石斗升合
３．５．６．５
６
５
０
０
８
１
０
６
１
８
２
３
５
９
５１
板橋村
風祭村
入生田村
湯本村
中島村
町田村
今井村・
多古村
井細田村
池上村
荻窪村
上久野村
下久野村
蓮正寺村
飯田川村
中曽根村
堀之内村
新屋村
小台村
東栢山村
西栢山村
曽比村
牛嶋村
金井島村
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延沢村
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2.7.2.5
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709.2.2.2 4.5.4.6
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２７
２４
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469.4.2.7
360.4.4.8
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７
６
６
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村 の椎移局村名｜簔 万蝋④|貞享3年⑧|元禄'3年。|天保5年０１平 均小田原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
担
（
宇
佐
美
）
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注『相模風土記橘』貞享３年『御引渡記録集成瞳||元禄13年『村高覚』天保５年『相模国郷帳』より作成
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村高に対する助郷負担率表２
助郷高|貿担饗 法政史
学
第
三
十
六
号
|’ 助郷負担率村名｜村 村名｜村高｜助郷高局 ６０
ノ
３
３
０
１
１
４
６
７
２
３
５
１
１
９
９
９
５
６
５
３
１
５
２
８
５
６
●
●
●
Ｓ
●
。
●
●
●
●
●
Ｃ
Ｄ
●
。
●
■
●
●
■
Ｃ
●
■
■
●
ｃ
４
５
６
６
７
８
９
０
２
４
６
８
３
４
５
７
８
８
９
１
３
５
６
６
７
７
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
３
３
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
石５
５
５
５
５
●
●
４
４
６
９
５
７
６
０
６
３
７
７
９
４
９
０
４
１
０
４
９
０
８
９
７
８
３
５
９
５
９
４
４
８
１
４
１
４
６
７
０
１
１
７
４
７
３
７
８
７
８
５
１
１
１
３
２
２
’
８
２
４
２
６
５
３
３
１
２
％
８
２
５
３
６
５
６
５
１
０
９
５
２
５
１
５
８
８
１
６
０
９
１
２
。
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
Ｏ
●
●
●
Ｃ
●
●
●
■
●
７
９
９
１
１
５
５
６
７
８
８
９
１
６
９
９
３
５
６
６
９
４
６
６
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
８
８
８
８
８
９
９
９
１
０
ｌ
□
●
。
。
１
７
ｌ
０
ｊ
ｌ
８
～
１
９
□
■
ロ
リ
ー
■
、
５
８
ｌ
ｌ
０
■
■
■
０
Ｊ
７
１
■
■
□
２
１
０
０
４
１
０
０
■
●
Ｊ
】
し
■
０
９
０
■
１
８
’
ｂ
８
～
■
●
０
４
１
９
Ｊ
■
●
■
２
Ｊ
０
０
０
４
,85川罰 石岡野村
小合村
班目村
千津島村
狩野村
金井島村
新屋村
怒田村・
吉田島村
延沢村
小市村
福泉村
雨坪村
弘西寺村
岩原村
塚原村
今井村
竹松村
円通寺村
堀下村
栢山村(詔
曽比村
和田ケ原村
飯田岡村
堀之内村
多古村
中の名村
蓮正寺村
中沼村
炭焼所村
牛鴫村
井細田村
岡本村
宮の台村
府川村
中曽根村
北之窪村
沼田村
穴部村
入生田村
三竹山村
ＩＬｌｉ本村
久野村(偶
荻瀧村
板橋村
風祭村
中島村
延清村
町田村
池上村
計５０か村
(１か村不明）
５
２
９
３
７
６
５
０
８
７
０
５
１
５
３
１
８
６
２
１
４
４
６
９
４
３
７
７
０
１
０
６
３
１
３
６
３
４
０
２
１
１
７
１
６
４
６
４
４
８
５
１
４
３
１
３
３
４
３
１
２
１
１
６
５
３
１
２
２
３
１
１
３
８
５
９
８
９
５
３
８
９
９
９
５
２
８
０
９
７
５
５
９
８
３
■
■
●
●
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
■
●
■
２
２
７
１
４
２
４
３
４
５
８
１
４
６
６
８
５
５
４
２
８
９
８
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
ｃ
●
ｃ
●
●
■
●
●
●
１
２
８
０
９
５
０
０
４
４
４
２
２
５
１
２
６
６
２
１
９
３
２
●
■
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
ｐ
●
●
●
●
●
●
●
●
２
３
０
９
３
５
９
５
０
９
９
５
５
５
５
５
７
１
５
４
６
２
３
０
１
６
４
８
５
４
９
６
４
０
１
９
５
１
２
５
０
９
７
５
０
６
７
５
２
５
４
６
５
１
３
１
３
１
１
１
２
９
６
４
１
２
２
４
１
１
○
註『助郷帳」より 作成
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、西筋助郷村における助郷高
次に、西筋助郷村の助郷高は、村高に対しどの程度の負担とな
っているのかを見たのが、表２である。
これによると、助郷総高は約一万三○○○石余で、村高の四八
．ハーセント、約半分が助郷役の負担を課せられている。表２によ
って注目される事実は、助郷高の高率の諸村は総体的に小田原宿
に近距離の位置にあり、段丘上の村落であること、主として麦、
雑穀類を中心とした畑作に依拠した村落である。また湯本村、入
生田村、風祭村、板橋村、町田村、中島村など、東海道沿いに点
在していることなどがあげられる。五○。〈１セント前後の負担率
を示している諸村は、酒匂川氾濫原に位置した水田地帯に点在
し、矢倉沢往還から甲州方面へ続く街道に位置し、畑方より田方
に依拠する村々である。
比較的低率の諸村は、小合村、新屋村を例外とすれば、小田原
村高の増加は、中期以後における新田開発によるものと、それ
に伴う農業生産力の発展によるものであることは周知の通りであ
る。し
か
し
、
小
村
落
が
必
ず
し
も
生
産
力
の
低
下
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
はなく、一軒あたりの個別平均で見ると、小村落においても一○
石以上を占める戸ｎがいくつかある。
町田、今井、蓮正寺、飯田岡、中曽根、堀之内、小台、延清、
栢
山
、
曽
比
、
牛
島
、
金
井
島
、
延
沢
、
円
通
寺
、
宮
の
台
、
塚
原
、
中
沼、岡本、竹松、堀下、千津島、岡野、怒田の各村落である。
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
担
（
宇
佐
美
）
三
、
西
筋
助
郷
村
の
人
足
負
担
①
人
足
負
担
の
実
態
周
知
の
通
り
、
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
、
助
郷
制
度
の
確
立
に
よ
っ
て、宿駅近傍の助郷村が指定され、助郷高百石に対し、二人二疋
と
い
う
課
役
徴
発
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
元
禄
、
享
保
期
以
降
の
交
通
量
の
増
大
に
よ
っ
て
、
課
役
強
化
が
は
か
ら
れ
、
助
郷
制
度
の
改
変
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
定
助
郷
に
お
け
る
負
担
の
過
重
は
、
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
、
負
担
能
力
の
限
界
を
越
え
る
事
態
を
生
じ
、
二
人
二
疋
と
い
う
当
初
の
原
則
は
破
ら
れ
、
そ
の
負
担
率
は
高
率
と
な
り
通
行
の
多
寡
に
よ
り
、
五
人
割
、
十
人
割
、
十
五
人
割
と
い
う
高
い
数
値
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
し
か
も
、
助
郷
役
の
賦
役
と
し
て
の
実
現
が
困
難
な
も
の
と
な
り
、
請
負
人
に
よ
っ
て
代
勤
さ
れ
、
農
民
は
貨
幣
に
よ
る
負
担
と
い
う
形
態
に
変
質
し
て
い
く
。
助
郷
役
は
本
来
の
賦
役
と
し
て
の
性
格
を
失
な
い
、
土
地
に
課
せ
ら
れ
る
一
般
の
租
税
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
宿より三里以上の遠距離に位置し、主として足柄上郡の水田地帯
に
集
中
的
に
分
布
し
て
い
る
と
い
う
傾
向
に
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
助
郷
高
の
負
担
率
の
高
低
は
、
村
落
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
助
郷
高
の
高
率
は
農
民
に
過
酷
な
無
理
を
強
制
し
、
助
郷
課
役
の
重
圧
が
農
村
疲
幣
の
要
因
と
な
っ
た
と
一
般的には一一一一口われているが、果たしてどうであったのだろうか。具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
実
情
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
動
向
と
問
題
点
を
西
筋
助
郷
村
の
人
足
負
担
を
通
し
て
、
探
り
出
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
一一一
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そこで、その事例として、文政七（一八二四）年『御番衆様御
（３）
通行二付助郷人足割当帳』から、二月二十四日、一一一月八日の二日
間
に
お
け
る
西
筋
助
郷
村
の
人
足
負
担
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。
文政七（一八二四）年、二月一一十四日、小田原宿西筋助郷村で
は
「
御
番
衆
様
、
御
憲
二
付
、
助
郷
人
足
百
石
二
付
七
人
割
」
、
三
月
八
日
に
は
「
十
二
・
五
人
割
」
を
課
す
と
い
う
人
足
の
出
役
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
村
ご
と
に
人
足
が
割
賦
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
で
は
、
各
村
々
に
人
足
は
、
ど
の
よ
う
に
割
賦
配
分
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
見
て
ふ
よ
う
。
西
筋
助
郷
村
五
一
か
村
の
課
役
徴
発
は
二
月
二
十
四
日
の
人
足
数
が
、
合
計で九二一一一人。一一一月八日は一六四七・六人で、’一一月八日には大幅に
増
徴
さ
れ
て
い
る
。
各
村
の
配
分
一
覧
は
表
３
の
Ａ
欄
に
表
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
割
当
人
足
に
対
し
、
実
際
に
出
役
し
た
正
人
足
は
Ｂ
欄
に表示された数である。一一月二十四日には、正人足が二九九人、
貨幣納が七五賞一二○文で、合計四二四・一一一人が出役している。
但
し
、
貨
幣
代
納
分
は
「
割
当
人
足
分
、
貨
幣
二
面
い
ず
れ
御
渡
し
候
分
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
即
金
で
は
な
い
が
、
交
通
専
業
者
へ
後
に
支
払
う
ぺ
き
も
のであると確認できる。これで承ると、西筋助郷村では、二月二
十
四
日
の
課
役
徴
発
に
対
し
、
約
半
数
を
満
た
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
三月八日はどうだろうか。割当人足一六四七・六人に対し、五
○五・九人が出役している。全体の三割程度の出役で、前回に比「
し
、
著
し
い
減
少
で
あ
る
。
し
か
も
、
気
付
く
こ
と
は
貨
幣
納
が
少
な
い
。
し
か
し
、
出
役
実
働
人
足
数
か
ら
見
れ
ば
前
回
よ
り
八
○
人
も
の
増
加
と
な
法政史学第一一一十六号
っている。
さ
ら
に
、
詳
細
に
検
討
し
て
見
る
。
ま
ず
徴
発
す
べ
き
割
当
人
足
に
対
し
、
出
役
人
足
が
超
過
し
て
い
る
村
落
に
気
付
く
。
小
市
村
、
岡
野
村
、
雨
坪
村
、
狩
野
村
、
千
津
島
村
の
四
か
村
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
村
落
は
総
体
的
に
助
郷
高
が
低
率
で
あ
る
。
前
掲
表
２
に
承
ら
れ
る
よ
う
に
村
高
に
対
し
助
郷
高
の
負
担
率
は
三
割
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
割
当
人
足
も
僅
少
で
あ
る
た
め
、
可
動
労
働
力
も
充
足
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
超
過
人
足
は
他
村
の
代
勤
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る。右の四か村以外、比鮫的割賦配分の少ない諸村は、円通寺、
新
雌
、
拙
泉
、
小
合
、
耐
坪
、
弘
西
寺
村
な
ど
で
あ
る
が
、
新
屋
、
小
合
の
両
村
を
除
い
て
は
、
い
ず
れ
も
疋
衲
上
郡
地
域
に
位
置
す
る
村
落
で
小
田
原
宿より速距離にある。
こ
れ
ら
の
村
落
も
ま
た
助
郷
高
は
低
率
で
あ
り
、
割
当
人
足
数
も
少
な
く
、
未
進
も
又
僅
少
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
程
度
の
未
進
な
ら
ば
村
内
で
の
人
足
調
整
は
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
西
筋
助
郷
村
四
九
か
村
三
村
は
史
料
な
し
）
の
割
当
人
足
を
均
等
化
す
る
と
、
一
村
当
り
一
八
・
八
人
の
人
足
徴
発
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
とになる。平均以上の村藩についてふると、久野村他半数余にも
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
村
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
出
役
人
足
の
一
部
を
貨
幣
代
納
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
貨
幣
納
化
は
、
近
世
後
期
に
至
る
粗
多
く
な
り
、
賦
役
形
態
は
減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
か
よ
う
な
平
均
以
上
の
人
足
徴
発
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
村
落
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
人
足
配
分
が
多
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
体
的
に
出
役
人
足
の
提
供が少ないという傾向が見られるのである。
一
一
一
一
一
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西筋助郷〕村人足割当一覧 文政７年表３
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
担
（
宇
佐
美
）
名｜割当人足数⑨ 出役人足数`⑧ 未進人足も|家数正人足｜貨幣代納
1.2人
2.2
貫文３人
０
＋１．８人
２．２市村 １２戸
60()(1)2.4
４．３
Ｏ
】
Ｏ
Ｓ
１
１
４
４
１
１
泊
几
６８’８９２８０９’８８
０
２
’
１
１
２
４
’
２
’
２
４
＋
一野村 鋼－７２．８
5.0通寺村
屋村
60(0.5）
３．２
５．８ 2７
３２780(１．３）
２
３３．３
５．９泉村
３．８
６．８
１２ｌ４ｕ
台村 2４
４．８
８．６
０．８
＋３．３坪村 4０540(0.9）
５．２
９．３
４
０ １．２
９．３西寺村 3４２
３５．７
１０．３
３．７
７．３部村 3２
1０
１４
＋３．３
＋２．１
６．７
１１．９野村 7９５
７6.7
12.0
７
５●
１
目村 6４
1,200(2)180(0.3）
（42())0.7
1,2(X)(2)
３６()(().()）
３()()(0.5）
７．２
１２．９
３４’３，３ｍ
2.2
８．６之窪村 2０
７．５
１３．４
４．５
２．７ノ名村 1９〈ｂ４４ｌＤ】４４
●
●
●
●
８旧’９班
３．６
２．８竹山村 5３
３
７
６．２
８．９川村 4９
８
１
1０．３
１８．４
２．３
１７．４井島村
上村
7１
４
６
1１．０
１９．６
７
１３．１ 3０300(0.5）
3,6(X)(6)８皿
４
６
1１．２
１９．９
＋２．８
７．９津島村 7６
1１．４
２０．０
１１．８
２１．１
7.2
14.0焼所村 3４
780(1.3） ９．５
１８．１
１
３生田村 3０
1,800(3)
240(0.4）
1１．９
２１．１
４
６ ４．９
１４．７
村
一
村
祭 8５
1２．０
２１．４
８．０
１５．４
４
６本 7０
1,800(3)
180(0.3）
８略12.6
22.5
１．６
６．２田村 8９
1,800(3)1３．１
２３．４
４
７ ６．１
１６．４之内村 3０
1４．６
２６．２
５
９
２
３
９．６
１７．２原村 6２
600(1)1５．０
２６．８
1２．０
２３．８井村 3８
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割当人足数
④
出役人足数⑧
－－－－－－－－－マーー
正人足｜貨幣代納
未進人足数
０ 家数 法
政
史
学
第
三
十
六
号
人６
８ ９．１人
1８．９
１５．１人
26.9
貫文 ３７戸
2.4()()(4) ８．０
２１－４
17.0
30.4
５
９ 1８Ⅲ」
’
。 ６
９17.1
30.5
1１．１
２１－４ ３１1）60(０
3,000(5)
3,6()()(6)
６
９１７．２
３０．６
鐙:』
６．２
２１－６ 3２７
Ⅱ
６
８
5.1
22-3 ５１
2,400(4) ９
２６
２
３
’
４
１
1９．２
３４３ )９
８
１１
２１．４
３８．１
１３
２７ 4６
600(1)
540(0.9）
600(6)
８別 1３．２
１５．７
22.2
39.6 9０
３
８皿 ８．２
２７．４
22.2
39.4 167
1,800(3) 1６．７
３０．３
2３．７
４２．３
４皿 ５１
4,200(7)９四一８恥一ｎｕｍ４ｌ８型
８．２
３０－３
2４．２
４３８ 136
3,600(6)
540(0.9）
1,800(3)
1１．６
１８．７
25.6
45.6 5６
2６．５
４７．４
皿鍋一Ⅳ“
５
４ 5２
2７．１
４８４
１
４ 2７
1９．２
１５．８
2７．２
４８．５ ７７420(０．７）
1０
１４
1９．１
３８－０
2９．１
５２０ Ⅱ
1９
３４
30.1
53.8
1１
１９
７
１１
１
８
０
９
6５
600(1) 2５
４７
33.0
58.9 7９
6,60()(11） ５５
９
３
39.5
70.5
1５
２１
1３
４９ 156
6,000(１０） 1５
５２
3９．９
７１．３
1４
１９ 9４
3,000(5)
6,()()0(l()）
3４．７
６４９
4４．７
７９．９
５巧一６咀
1２１
５６．７
１０１－３
4０．７
８６．３ 1６５
９０．０
１７１．７
113.0
201.7
2３
３０ 344
不明 四
不明仮
１２５．３人
75貢120文
６．９人
４貢140文
299人
499人
９２３人
1647.6人
3125戸
ｍＵ
註文政７年『御番衆様御通行二付助郷人足割当帳』より作成上段２月24日御通行分下段３月８日御通行分
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村高に対し助郷高の低率の諸村については、宝永四（一七○七）
年
の
富
士
山
の
大
噴
火
に
よ
る
降
灰
で
、
耕
地
の
大
半
が
荒
廃
し
、
そ
の
た
め
一
時
幕
領
と
な
り
復
帰
し
た
村
落
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
村
落
は
、
助
郷
人
足負担の重圧に難渋し、天明一一一（一七八三）年に助郷減高を願い
出て、同年以降半高となった（詳細は後述）。
周知の通り、助郷高は村高に対しかかるのであるが、諸引を控
除
し
た
残
高
が
助
郷
高
で
、
概
し
て
固
定
的
で
あ
っ
た
た
め
、
村
高
が
増
加
し
て
も
助
郷
の
割
替
が
な
く
、
高
が
変
ら
ぬ
限
り
据
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
村
落
は
幕
水
に
至
る
ま
で
人
足
賦
役
の
増
徴
も
見
ず
、
半
高
の
ま
ま
据
置
か
れ
て
い
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
村
落
が
負
担
す
べ
き
は
ず
の
残
り
半
高
は
、
い
ず
れ
か
の
諸
村
が
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
負
う
。
詳
細
は
別
硫
（４）
に譲るが、文化七（一八一○）年の『助郷雌』によれば、藩領外の諾（５）
村
、
加
助
郷
村
が
そ
の
負
担
義
務
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
次
に
、
平
均
以
上
の
諸
村
に
つ
い
て
見
る
と
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
できる。
第
一
は
、
柄
匂
川
沿
い
の
氾
濫
原
に
位
置
す
る
諸
村
。
こ
れ
ら
の
村
落
は
、
前
述
の
村
落
と
同
様
、
宝
永
の
富
士
山
の
大
噴
火
に
よ
る
降
灰
で
田
畑
が埋没し、「田畑悉及損亡候二付」、一旦は「荒地高之分免除」さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
吟
味
之
上
起
返
と
し
た
と
さ
れ
、
他
村
の
損
亡
（６）
分を負い増一同された村が大半を占めている。これらの村落は「起
返り」したとみなされてはいるが、復旧したわけではなく、降砂
に
よ
る
被
害
は
後
期
に
至
る
ま
で
依
然
と
し
て
続
い
て
い
た
。
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
西
部
丘
陵
地
に
位
置
し
、
耕
地
の
割
合
は
田
方
よ
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
担
（
宇
佐
美
）
り畑方に依拠している村落であり、助郷高は高率であり人足の負
担
義
務
も
大
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
出
役
し
た
人
足
は
三
割
内
外
に
過
ぎ
ず
、
貨
幣
納
屯
未
進
が
嵩
ん
で
い
る
。
石
高
に
対
し
労
働
力
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
以上、二月二十四日、一一一月八日の僅か一一日間の人足負担の事実
を概略したが、これらの実態を踏まえて、いくつかの問題点を指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第一には、助郷負担の急激な増徴が村落にどのような影響をも
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
。
第二には、このような助郷負担の哨徴に対し、村落はこれをど
の
よ
う
に
受
け
と
め
、
切
り
抜
け
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
。
第三は、幕府が、助郷課役完遂のため、どのような増徴政策を
行なったのであろうか、ということ。つまり、支配者の対応のし
かたである。
第四は、耐が助郷村に対し、いかなる施策を講じたか、という
こ
と
。である。
以
下
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
触
れ
て
い
こ
う
。
、
水
進
の
累
積
まず、第一の問題点として、助郷課役の急激な増徴によって、
膿
村
で
は
そ
の
経
済
的
負
担
に
耐
え
兼
ね
て
、
未
進
が
累
積
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
表４は、文政六（一八二一一一）年における穴部村他六か村の助郷
（７）
組〈ロの日割未進を示したものである。これを正人足の夫役負担に
五
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表４ 月割未進 文政６年
弓子;１１~fﾐＩ 穴部村|北之窪村|沼田村'三iii山村|岩原村鰄|(繍|炭焼鮒 法政史
学
第
三
十
六
号
〆文
８００
〆文
５００
〆文
2.200
〆文
４．４７２
〆文
1.000
〆文
2.400
〆文
18.100
〆文
９００
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
１
２
３
４
５
６
７
８
９
，
ｕ
皿
4.228 1７．６３１
２９５
553
369
861
2.993
７３５
１．７１５
822 309 645 624 ７３５
１．７１５1.505721
前年からの
未進繰り越し
３４４
１．７８４ 72481123誼４．１４８ ８．７４８ 3.808
’ M2411210213M8314708
文政６年『未進月割帳』より作成
計 1.622 5.678117.320136.433
注
換
算
す
る
と
、
穴
部
村
二
・
七
人
分
、
北
之
窪
村
五
・
五
人
分
、
沼
田
村
二
八
・
九
人
分
、
三
竹
山
村
六
○
・
七
人
分
、
岩
原
村
二
・
七
人
分
、
塚
原
村
（
台
組
日
向
組
合
）
八
一
・
○
人
分
、
炭
焼
所
村
七
・
八
人
分
と
な
り
、
塚
原
村
の
木
進
が
圧
倒
的
に
多
い
。
塚
原
村
の
場
合
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
し
が大きく、二○賞一八二文（一一一一一一・六人分）とあり、累積が嵩ん
でいる。
ところが、この年の始め、同組合村に対し数回にわたり、助郷
役銭の取立が強行されている。
（８）
『助郷役銭取立帳』からその一部を一示す。
穴
部
村
五
徴
五
百
八
拾
文
化
之
窪
村
拾
賞
七
百
七
拾
七
文
沼
田
村
参
拾
七
賞
四
百
拾
六
文
三
竹
山
村
拾
六
質
八
百
七
拾
六
文
培
原
村
拾
五
賞
拾
四
文
塚
原
村
五
拍
六
賞
七
百
五
拾
三
文
と
あ
り
、
果
積
さ
れ
た
未
進
の
一
部
が
決
済
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れにも拘わらず、未進は累積する一方で再三に渡って取立の督促
がなされている９同年十月三日、助郷肝煎の府川村名主七兵衛か
ら、組合村の名主、組頭に宛てた取立の督促状を示そう。
（略）去ル□よ里、寺町会合一一巾、御証示候通、明後日五日二
者、無相違御出銭取り候、勿論、拙者方が取立之者を相廻し申
候間、御立替被成、御渡し被遣可取候、此段申上候
求十
月
二
日
府
川
村
助
郷
肝
煎
七
兵
衛
一一一一ハ
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組
合
村
御
名
主
組
頭
衆
中
様
こ
の
結
果
、
右
の
六
か
村
は
、
表
５
の
如
く
十
月
か
ら
十
二
月
の
二
か
月
間
に
決
済
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
表
５
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
負
担
の
大
きい塚原村では、二六賞七八一一一文が未進となり、これは次年度へ
繰
越
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
氷
山
の
一
角
で
、
西
助
郷
村
で
は
膨
大
な
未
進
の
梁
（９）
積
と
な
っ
て
い
る
。
’
米
進
の
決
済
は
、
一
年
に
二
回
’
四
回
程
度
実
施
さ
れ
、
文
政
七
つ
八
二
四
）
年
に
は
七
月
二
十
九
日
’
八
月
一
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
（、）
ん
ど
の
村
が
侍
済
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
次
年
度
へ
繰
越
さ
れ
て
い
る
。
中の名村の例を示そう。
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
担
（
宇
佐
美
）
表５
村名｜決 済日 金額
〆文
１．６２２
残金
〆文
０穴部村
北之窪村
10月５日
10月９日 5.178 500
10月３日
10月晦日
10月５日
10月１４日
１０月５日
10月14日
10月14日
12月14日
1.624
3.808
０
９００
０
０
２６．７８３
不明
岩原村
塚原村
（台組）
塚原村
(日向組）
三竹山村
沼田村
5.200
6.902
6.536
3.164
3５．１０１ 1.332
6.200 lＬｌ２０
|乃砺ﾄ砿
鳴』より|'|:成
計6か村'10昼12月
１１１『助郷役銭取立
中の名村では、文政七（一八二四）年までに、助郷役負担の渋
滞が嵩永「助郷人足の負担の割当が多く、とても負担することが
困難で小前一同無理である」ことを訴えていたが、文政八（’八
（、）
二五）年にようやく、出銭できることになったと述べている。
一札之事
当両年御伝馬人足銭井月割未進、当月廿日月晦日、右両日一一急
度出銭可仕候段、右之趣、小前一同申間セ候処、無相違出銭可
仕様中間キ候、依之我等連印仕候、価而如件
文政八乙門年六月
中
ノ
名
村
百
姓
代
善
兵
衛
古
田
島
組
頭
五
兵
衛
御
名
主
名
主
庄
次
郎
源
左
衛
門
様
同じように、三竹山村でも、左記のような『覚』を助郷惣代に
（皿）
提
出
し
て
い
る
。覚
一
、
銭
六
拾
壱
貫
九
百
弐
拾
四
文
右者助郷諸賄金、其時々出銭可仕処、近年米進懸嵩候二付、此
度段々、御理解之上一言之、申分ヶ無御座恐入候、依之、右ノ
木進、来ル廿日無相違皆済可仕候、
万一、右日限相滞候（（、如何様之御替被仰付候儀、軌も無御
座
候
、
為
後
日
価
而
如
件
文
政
八
年
西
年
六
月
＝￣
七
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三
竹
山
村
名
主
重
右
衛
門
助
郷
組
頭
善
右
衛
門
惣
代
中
同
金
右
衛
門
百
姓
代
亀
之
助
このような、助郷出銭の滞納例は枚挙に暇がない。結局、未進
返済のため、助郷村は宿の商人や、仕法役所、村内有力者から、
借金せざるを得ない状態に追いこまれていった。
文政八（一八二五）年の『酉年助郷御賄借用金控』から借金の
（Ⅲ）
一端を示そう。
二
月
、
弐
拾
両
詔
田
村
与
一
郎
殿
三
月
、
拾
五
両
〃
同
人
三
月
、
弐
拾
両
鵜
沢
様
三
月
、
弐
拾
両
七
右
衛
門
殿
三
月
、
七
拾
両
地
方
御
手
代
様
三
月
、
弐
拾
両
金
手
村
久
米
八
殿
四
月
、
弐
拾
両
大
貫
様
四
月
、
弐
拾
両
源
水
様
四
月
、
拾
五
両
地
方
御
手
代
様
四
月
、
拾
両
鵜
沢
様
四
月
、
拾
両
森
為
右
衛
門
様
四
月
、
弐
拾
両
橋
山
様
（ママ）
五
月
、
国
両
新
宿
伝
次
郎
殿
五月、拾両
仁右衛門殿
法
政
史
学
第
三
十
六
号
六
月
、
弐
拾
両
熊
沢
屋
太
七
殿
六
月
、
拾
両
〃
同
人
六
月
、
拾
両
久
野
右
衛
門
殿
六
月
、
弐
拾
両
か
の
や
徳
左
衛
門
殿
七
月
、
弐
拾
両
岡
の
や
治
助
殿
七月、七拾両壱打”や
甚
八
殿
（ママ）
到
月
、
拾
両
久
野
右
衛
門
殿
（以不略）
史料の熊沢歴太七、かのや徳左衛門、そびや甚八などは、宿の
有力な商人で、また町役人でもある。このように、宿のしかも有
力
な
商
人
隅
か
ら
伯
金
を
し
未
進
決
済
に
充
当
し
て
い
る
。
同
時
に
宿
の
商
人層は、村民に貨幣を貸与することによって村内へ流入、土地を
集積していく。また村内の上層農民であっても必ずしも貨幣を取
得しているとは限らず、宿の商人に米穀を売り換金し、貨幣を収
取する者が増加していった。
では、「助郷鮒」のために、どのような経費が費やされている
のであろうか。それを知る手がかりとして、文化十二（一八一
（ｕ）
五）年の『五月改〆助郷出入雑用帳』から、見てふよう。（一部
抜粋）仕分
け
難
理
す
る
と
①
②
諸
物
払
分
四
六
貫
一
八
二
文
金
二
朱
③
⑫
⑮
酒
肴
代
三
○
貫
文
一
八
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小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
担
（
宇
佐
美
）
覚 文化12年
容’支払先金額 内 備考
金２朱６メ462文 諸物払分 ６月より～７月13日迄①｜
②
｜
③
｜
④
｜
⑤
｜
⑥
｜
⑦
｜
⑧
｜
⑨
｜
⑩
｜
⑪
｜
⑫
｜
⑬
｜
⑭
｜
⑮
｜
⑯
｜
⑰
｜
⑬
｜
⑲
｜
⑳
’
＠
’
＠
｜
⑳
加野屋
庄五郎殿
戌□より大晦日
～11月14迄払方諸物払分39メ７２文
16メ800文 但し川００文大鵜源右衛門殿御肴代
宿さの屋
忠右衛門殿無拠入用10メ文
惣代衆飯料
其外他領役人中共83メ101文
宿さの屋
忠右衛門殿ヒコ衆飯料
下働４人骨折賃
文一川一一両
〃・紬
亡コ様亡．｜
文
一
文
一
文
銅一四｜吋一鋤
筆ろうそく其外
雇人足小払 溝五郎殿
宿さのや
忠右衛門殿惣代衆雑用
惣代衆雑用
力、のや
庄五郎殿御肴代
亡。御用
3メ９０()文
4メ272文
他領村に．役人中
御見舞御H1二付入用7メ203文
9メ300文 小西屋源右衛門殿１１Ｗ代
筆ろうそく他小払11メ844文
96文金２朱 小払 源四郎払立る
金１両３分２朱 久七払立る
江戸飛月脚払
其外種々､雇人足小払
飛脚払
9メ536文
金１歩 新助払立る
金３両２朱 宿茶屋 井の口役人5人.御入用さきや
金２両３メ208文 飛脚7人雇人足7人九
紙．ろうそく．筆
惣代雑用金２両１４メ830文
(以下略）
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⑤
⑥
⑦
⑩
⑪
⑭
⑲
⑳
⑳
⑳
人
件
費
一八七貫一六○文
金
五
両
一
分
二
朱
⑨
⑯
⑳
日
用
品
雑
貨
三
八
賞
八
九
○
文
金
二
両
④
拠
無
い
入
用
一
○
貫
文
⑧
⑬
⑰
⑬
使
途
不
明
で、人件費が圧倒的に多い。
ところで、本来なら助郷の負担は、実際に夫役として徴発され
るというのが原則であるが、貨幣納化の契機となったのは、膿村
への商品経済の浸透によって、農民が貨幣を取得する機会に恵ま
れ、それに伴なって助郷役を請負う階層の出現によって、貨幣納
化が促進されたのであろうが、合理的に見える貨幣納化は、剰余
労働生産を生ゑ出し得ない農民、また徴発に応じ切れない農民に
とって、助郷役の貨幣化は、むしろ、結果的にふると負担過敢を
生じていったといえるのである。
このような過酷な収奪に対し、農民はどう対処し、切り抜ける
努力をしていったのだろうか。第二の問題点に移ろう。
⑤
拝
借
金
の
累
積
（巧）
まず、農民は、切り抜け対策として「助郷拝借金」また「助郷
（略）
減盲同」を願い出て、助郷負担の実質的減免を勝ち取ろうとした。
「助郷拝借金」の下限は、一○両内外から上限は、七○両、八
○両の多額に至るまで幅広く、利足は、平均月一割五分’三割程
度である。拝借期間は、半年’一年がもっとも多く、一年後には
法
政
史
学
第
三
十
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号
元利ともに返済ということになっている。
ところが、このような短期間の貨与の返済は、利足の月賦返済
に負われ、実質的には次年度へ元金が繰越され、膨大な負担とな
っていき、負担の軽減どころか、逆に未進分に拝借金が加算され
て
い
く
よ
う
な
形
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
（Ⅳ）
次の史料によって、その片鱗を見ることができる。史料による
と、宿と助郷村の出入後、助郷賄銭は減じてもらったが、逆に拝」
借金が嵩み難渋であることを訴え、辰年以来の借金を、来る酉年
より子年までの四年間の平均にして欲しい。また役銭の取立、御
借用金返済を月割にして欲しいと希望している。
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
一、御領分助郷役下村々之儀、連を困窮二罷成、別而近年困迫
仕候処、助郷人馬御往来御賄銭追年多分二相掛り役下村々一
同大難渋仕候二付、何分之趣段二仕候つく軽ま里二可相成哉与
当惑仕罷在候処、今般格別之思召ヲ以、右御賄掛り銭相減候
（ママ）
道篤と相談可仕趣被仰出難有奉存候投下村々一同相談仕
候者、先年宿助郷出入後之処者、馬御賄之儀勺前々之振合
汐軽ま型相楊リ申候趣二者御座候得共、其剛多分之御拝借金
之利他借金出来仕候二付御憐感ヲ以、上
御掛様二而御趣段被成下置候、高百石二付、金壱両銀六匁宛
之出金井年々人馬御賄足銭弥増二相掛り申侯二付、辿茂此上役
下村々御役相続難渋二奉存候二付、種々之者共勘弁茂無御座、
右二付奉申上候者去ル己年
御役所様に於ゐて被仰渡候者御雇御賄方之儀者村々者共方之
四
○
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御雇之趣、前々か承知致居候得共、此度取調候処、助郷之御
一雁之趣、被仰渡候二其役下村々一同相談仕候処、助郷人隅共
御賄之儀者、万端御一展方同様一一、乍恐
御上様に於ゐて御憐感之御慈悲を以御趣段奉願上候御儀か外
軽ま里候通、無御座与奉存候、乍恐然右御賄之儀者、雑と本
（ママ）〔季か〕
申上候通、町方江御渡しにても、相成候而者、一同三気年諸一一
も拘り、彼是申立候上者、村ノ為二も相成間敷哉与、乍恐本仔
候二付、御一展方同様二御趣段被成下置候兵定弐人馬御賄井臨
時御賄人馬共、高百石二付、前書百石金壱両六匁之出金井一一
辰年以来、御借用金、右壱年二付都合高百石二付、銭来商年
か子年迄四ヶ年之間、平均前書之貫数二而御請持被成下置ハ
ハ、役下村を多分之軽ま肌一一相成、一同相助リ可申与奉存候、
担亦当宿助郷肝煎御役之儀者外宿二無御座儀二而、往古ｊ
御公儀様迄御意被下置候御役之儀二御座候得者、是迄之通、
肝煎御役之者御意被下置井下賄之者共儀茂
御上様之御眼がねを以助郷役下村々之内か被仰付被下置候
（ママ）
様仕度奉願上侯、前件奉願上候通
御上様御憐感ヲ以御請持之儀、御聞済被成下置候〈〈、右御
役金銭御取立之儀井百和金壱両銀六匁、前書御併用金共月割
勘定ヲ以
御役所様御取立二被成下置候様奉願上候、且又前段百和金七
両六匁者、勿論灰年以来御借用金之儀四四済切り相成候砿リ
ニ月割二被成下置候様、是亦奉願上候、然ル上者、役下村戈
一同相助リ出精可仕候間、格別之御仁恵ヲ以、右奉願上候上
小川原宿における助郷負担（宇佐美）
文政七叩申年壬八月
助
郷
肝
煎
佐
藤
伊
野
右
衛
門
様
同
惣
代
川
Ⅱ
嫌
右
衛
門
様
村
田
米
右
衛
門
様
結局、椰併金も功を奏せず、返済能力のない農民は、滞納金が
嵩み、多額の負債を残すことになっていった。
の助郷減高の願出
さて、足柄上郡の椚匂川に沿って東側に位置する助郷組合村々
（略図Ｂ）は、このような過酷な負担に耐えきれず「助郷減高」
を
願
い
出
て
い
る
。
略図Ｂに示したように、これらの村落は、小田原宿より三里以
上も離れた位置にあり、畑方より田方に依存し、田方の占める割
合が九○・へ－セント以上で、典型的な水田地帯である。村高はす
でに述べた通りである。この六か村は、宝永四（一七○七）年の
富士山の大咽火による降灰と、翌五（一七○八）年の大洪水で耕
地の大部分が荒廃し、耕作不能となった。（略図Ｂ参照）。そのた
（氾）
め、宝永六（一七○九）年に次のような願書を提出している。
候通被仰付、被下置候〈〈、難有仕合二可奉存候、猶亦只
今迄、村を出銭木進二相成風風Ｕ借用金二耐御賄仕置候分、村
々汐証文取凶脚Ｕ上可申候間、是又御役所様二而、御取立被
下置候様奉騏上候、右始末之儀者、迫而取調可奉差上候
以
上
四
一
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乍
恐
書
付
以
奉
願
上
候
御
事
〔竹松〕か
相川足柄上郡班目村、岡野村、千津島村、堀下村、回国村、和
田
ヶ
原
村
、
此
六
ヶ
村
之
儀
、
右
砂
積
り
砂
之
場
所
二
而
御
座
候
得
共
、
珂圓田畑開発仕耕作仕付申侯処二、去六月七月両度之大水二Ⅲ、
班
目
村
大
口
御
川
除
堤
押
切
、
水
下
村
々
江
、
川
水
不
残
押
込
、
右
開
発
之作毛、皆流二罷成、右六ヶ村之儀、別而、六月一日ｊ、一面二
砂水押通り田畑屋敷迄広大二砂塊リニ罷成、迷惑至榊仕、依之田
地
開
発
之
儀
、
御
百
姓
目
カ
ニ
難
成
奉
存
候
、
乍
恐
御
見
分
被
為
、
御
慈
悲
を
以
、
御
田
地
開
発
之
仕
方
被
為
仰
付
被
下
候
様
願
上
候
事
宝
永
六
年Ⅲ
二
月
岡
野
村
班
Ⅱ
村
千
津
島
村
堀
下
村
竹
松
村
和
田
ヶ
原
村
名
主
組
頭
以
上
の
よ
う
に
、
降
砂
の
被
害
と
、
続
く
洪
水
と
に
よ
っ
て
潰
滅
的
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
岡
野
村
で
は
、
宝
永
五
（
一
七
○
八
）
年
、
正
鮒
元
（一七二）年、同一一一（一七一一一一）年、同五（一七一五）年、享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
に
年
貢
免
除
と
な
り
、
府
川
村
の
林
跡
地
を
借
用
、
（旧）
自
力
開
発
に
努
力
し
た
。
そ
の
復
興
状
況
は
、
グ
ラ
フ
Ａ
仁
一
不
し
た
が
、
享
保十二（一七二七）年までは、ほとんど停滞、同十五（一七二九）
年以降、徐々に復興している。しかし、完全に復起したとはいえ
法
政
史
学
第
三
十
六
号
四
四
（別）
ず隅窮状態は続いた。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
足
柄
上
郡
の
一
部
の
諸
村
で
は
、
他
の
諸
役
も屯なり、助郷役負担が困難となり、天明年間に至り助郷減高を
（Ⅲ）
願い出たのである。
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
一、私共村々之儀、小田原宿迄道法三里余有之遠方之村方故、助
郷御役正人鯛一一Ⅲ勺中を難相勤、不残金銭ヲ以一屋立仕相勤申
候
、
殊
二
三
嶋
宿
迄
往
返
弐
拾
弐
里
余
、
下
り
者
大
磯
宿
迄
、
酒
匂
川
ヲ
隔、往返拾五里御座候二付、本馬壱疋〈弐疋二而相動、人足壱
人〈弍人一一川相勤申候二付、右之振合ヲ以割振仕候間、目雇人
聰
廠
銀
も
増
長
仕
相
勤
兼
申
候
、
｜
、
行
ヶ
村
御
関
所
、
御
番
仰
之
節
〈
人
足
不
残
相
勤
申
候
、
尤
村
方
之
内
、
川
村
山
北
御
関
所
御
番
人
中
、
月
両
度
宛
御
交
代
之
節
、
御
荷
物
相
送り、其外御状目之相送、大口川越等迄相勤申侯、其上矢倉沢
（ママ》
御関所御要室巨之内山伏手堀切後、人足差川申侯、平生居廻リ御
役等相勤申候、
一、洲匂川堤之字大口か、吉田島村迄堤長一一一十間余所、水下数拾
ヶ村ヲ控出之節〈昼夜不限、私共村々惣百姓不残罷出、水防仕、
家業茂相届キ兼候程之義二候、
『
私
共
村
を
之
儀
、
四
方
も
村
方
故
、
馬
草
肥
等
一
一
仕
候
、
苅
蔽
之
義
入
会山遠方二而、道法弐型６三里迄御座候而〈、間二合不申候間、
山
附
村
方
よ
り
多
分
員
入
一
一
仕
候
、
其
故
里
方
、
村
方
故
、
内
林
等
所
持
不仕候間、薪之義も不残買入申侯、殊一一宝永四亥砂降以来、変
地仕而、百姓夫食仕候、雑穀井馬飼料等迄、品々買入仕候得
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史料引用が長文にわたったが、右の七か村は、寛延二□七四
九）年における助郷割替の時、大任郡に代って小田原宿の助郷を
（犯）
申し付けられ、以来、定助郷負担を課せられていた。
共、別而難儀仕候、殊更駅場江里数陥り申侯間、年中一切稼等
茂無御座候、外二諸出銭足シ仕候様成、売草も無御座候間、百
姓相続も相届キ兼候程之義二御座候
〔伊勢〕か
一、一別をｎＵ伊勢守様、山行水藤左衛門様、舟橋安右衛門様、萩原
藤七郎様、助郷御吟味之節も品々御役相勤候趣申上候得共、助
郷役不被仰付相勤不申候
一、先規ｊ小田原宿御役相勤不申候処、一一一拾四年以前、寛延二午
年
同国大住郡助郷御免之節、小田原宿定助郷村々変地之時節
故、誠二代り助郷仰付義与乍恐奉□、右助郷御役被仰候節、驚入
候得共、被仰渡重御座候二付、御受仕当年迄漸々相勤申侯得共、
近年不作相続連而困窮相募り相勤リ兼申候二付、此度御免奉願上
侯
天明三発卯年
相
州
足
柄
上
郡
岡
野
村
班
目
村
小
市
村
山
室
伴
治
様
千
津
島
村
鈴
木
逸
八
様
金
井
島
村
延
沢
村
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
担
（
宇
佐
美
）
吉
田
島
村
その上、助郷役以外に「谷ヶ村御関所御番」「川村山北御関所
御番」「矢倉沢御関所見廻り」「酒匂川大口川越」の賦役も課せ
られた。
右の減高歎願の理由は、これらの諸役による重圧と、宝永の降
砂による村の疲幣二膳人馬代金の高騰などを訴えたものである。
かくて、腱民側の要求は通り、金井島村助郷組合は、天明三
（一七八三）年に表６に示したように助郷高は大幅に減高となっ
た。これら足柄上郡の一部村蒋の助郷高は、これ以後半高となり、
延沢村は不動となった。したがって文政七（一八二四）年の「御
番衆様御通行」の割賦は、この半高の助郷高によって課せられて
表６ 助郷減高一覧
詩■駐|繍篶|天醗年|割Ⅲ
石 石 α〃
岡野村
班月村
小市村
千沖島村
金井島村
吉田島村
延沢村
９
１
５
９
４
３
９
６
９
３
１
９
３
４
１
３
２
６
４
３４．５
９６
17.5
159.5
147
316.5
０
０
０
０
０
０
８
０
●
●
●
■
●
●
●
釦
印
別
別
印
側
蛆
４
四五
注『助郷1帳』 より作成
Hosei University Repository
法
政
史
学
第
三
十
六
号
助郷御賄下賜金一覧表７
||村名｜金 額村 名｜金額歩
３
０
０
８
５
４
７
８
９
１
４
９
０
４
０
３
３
７
８
９
９
２
１
４
９
０
９
０
２
７
文
閲
Ｍ
ｎ
恥
皿
Ⅶ
Ⅱ
肌
肌
Ⅲ
肌
乢
肌
仏
皿
肌
阻
肌
組
肌
Ⅲ
侃
凪
Ⅷ
以
弧
乢
岨
仙
朏
８
９
２
９
３
０
４
０
８
７
３
４
２
４
７
５
１
６
１
３
３
８
６
０
５
３
５
７
８
９
貢
１
１
２
３
１
１
４
４
１
１
１
１
１
２
２
１
永 貫文歩
2.054.2
1.327.9
530.4
483.1
249.3
292.7
1.346.3
897.5
２．７１０．０
板橋村
風祭村
入生田村
湯本村
中島村
町田村
今井村
荻窪村
池上村
井細田村
多古村
上久野村
下久野村
穴部村
府川村
｣上之窪村
沼田村
三竹山村
岩原村
塚原村（合組）
塚原村(日向組）
炭焼所村
中沼村
狩野村
飯沢村
岡本村
福泉村
雨坪村
弘西寺村
蓮正寺村
飯田ｌｉＹ１村
中曽根村
堀之内村（七郎左衛門組）
同村
新原村
小台村
西柄山村
東柄山村
曽比村
（徳右衛'''１組）
牛嶋村
（同市兵衛組）
上古円島村
下吉、島村
金井嶋村
延沢村
円通寺村
中之名村
宮の台村
上和田ケ原村
下同村
｜虫－－－１村
侭下村
岡野村
千沖島村
班ロ村
小市村
上怒田村
下怒円村
以上
８
４
４
４
５
６
８
０
１
４
４
１
１
０
０
２
６
９
６
，
●
●
●
●
ロ
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
妬
別
咀
旧
則
粥
咄
別
別
肥
仙
田
皿
函
別
茄
即
乃
市
村
９
８
７
７
５
４
２
５
７
９
９
５
２
３
７
０
１
９
９
か
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１５
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いるため、低率なのである。この助郷新高は、村高の高低に関係
なく幕末に至るまで固定化し、不合理な割当となり、周辺村落と
の間に賦役負担の不公平を増大させていったのであろうと考えら
れる。次に、このような助郷の課役に対し、幕府はどういう対応を示
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ｅ
幕
府
の
対
応
第一は、助郷への下賜金がある。
文化十一Ｃ八一四）年に、西助郷村へ『助郷下ヶ金』が下賜
（羽）
されている。
そ
れ
に
よ
る
と
覚
一、金七拾五両山
金
壱
両
〈
引
残
金
七
拾
四
両
也
但
百
石
二
付
永五百四桁弍文三分
とあり、各村落の下賜金を示すと表７のようである。
しかし、膨大な拝借金とその利足の返済を考えれば、若干の潤
いはあるものの、何ら問題の解決策にはならなかったのである。
第二は、助郷組合輪番制がある。これは陽月、陰月とに分別し
て、助郷勤役を果たすというものであった。そして、その不足分
は加助郷へ負担を転嫁することによってその解決をはかろうとし
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
机
（
宇
佐
美
）
（別）
た。このような支配者側の対応策は、何ら計画性もなく、強引で悲
意的な発想となり「其折々」の「救済」に終始し、村内の動揺を
抑え破励を打開しようと試承るだけであった。
この無計山な対処が要因となって、加助郷村と定助郷村とが助
（妬）
郷負担をめぐって係争として展開していと、のである。
では、宿は、このような助郷村の過酷な現状に対し、手をこま
ねいて見ていたのであろうか。
布もまた、助郷村同様、宿人馬継立の負担過承に耐え切れず、
囲人胴を理由に負担を助郷村へ転嫁させるような状態にあった。
しかし、助郷村の未進は桁で諸負うことにもなり、結局梢で
は、宿に滞留する下哨民を一服立てて負担を消化していったのであ
る。この紡朏、術には韮叩負経営を行なう階層も出現したであろうこ
とは、容幼に頷けるのである。それとともに、交通専業の労働者
の出現をゑ、町人層の分解という一連の現象の展開を見ることに
な
る
の
で
あ
る
。
以上、西筋助郷村の負担の実態を概略したが、次節で一村を中
心に検証してふたい。
①
府
川
村
の
構
造
相州足柚下郡府川村は、足柄平野の西の山裾にある小村で、小
田原宿より約一里半余の地域に位置し、東西凡そ一一○町、南北几
四、府川村の助郷負担
四七
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（妬）
そ五町余の村落である。
村高は、寛永十八（一六四一）年の検地によると、五六洲三斗
一一一升で、家数は二一一一軒、反別は田方七町八反八畝八歩、畑方は一一
一町九反八畝二四歩、合計二九町八反七畝一歩で畑方の占める割
合が多く、畑方に依拠した村落である。
万治検地においても、田方七町七反一一一畝九歩、畑方二六町一反
一三歩、合計一一一一一一町八反一一一畝一二歩で畑方の割合が七○．〈－セン
ト
以
上
を
占
め
て
い
る
。
家
数
、
人
川
の
変
遷
は
グ
ラ
フ
Ｂ
の
通
り
で
あ
り
、
緩
慢
で
は
あ
る
が
噸
（幻）
加の傾向をたどっている。寛政の段階では二Ⅲあたりの平均家族
数は、四・一一一人であり、近仙後期においても四人’五人内と、ほ
と
ん
ど
変
ら
ず
、
聯
水
か
ら
明
沿
に
か
け
て
若
干
増
加
し
て
い
る
。
寛永年間には、家数が二八川であったのに寛政二（一七九○）
年
に
は
四
四
粁
と
、
約
一
・
六
倍
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
察
す
る
と
、
恐
ら
く
中
期
以
降
か
ら
単
婚
家
族
へ
と
分
解
し
て
い
っ
た
傾
向
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
（胆）
文政八（一八二五）年の『宗門人別改帳』によると、持一尚の多
い
層
ほ
ど
家
族
数
も
多
く
、
持
高
の
少
な
い
屑
ほ
ど
家
族
数
が
少
な
い
と
い
う相関関係にある。
持高一○府以上の家は四粁で、八・五．〈１セント、一○耐’五
石が一○軒で二一・一一一．〈１セント、五和’一一一石が一一・一．〈１セン
トとＪもっとＪも少なく、三和以下の家は四○・四．〈１セント、無高
層は二七・七．〈１セントという割合で零細層が半分以上を占めて
い
る
。
上
層
農
民
と
下
瞬
農
民
の
開
き
が
顕
著
で
あ
る
。
（
表
８
参
照
）
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
扣
（
宇
佐
美
）
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家族構成と生産労働人口表９
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】
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137人'７３人’215人
注文政８年『府111村宗''１}人別改'帳」より作成
下人下女の抱え奉行人を持つ家は、天保期になって、土鳩農
民、つまり地主階級に若干見ることができる。生産労働に携わる
一五歳以上六○歳までの労働人ｕは、表９に示したが、総人口に
対し、六一一一・七・〈１セントで、そのうち、男性五一一一・一一一．〈１セン
ト、女性は四六・七。ハーセントであり、一戸平均二・九人の働き
手
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次に助郷負担について触れる。
⑪
助
郷
負
担
まず、助郷勤高の変遷について触れておこう。府川村は、元禄
七（一六九四）年の段階で、大助郷村として六一一石の勤高が賦課
ざれ享保十（一七二五）年の助郷の削替により、定助郷村に指定
され、一一○打増高され、その後、寛延一一一（一七五○）年の『小円
（幼）
原椚助郷帳』によると、さらに噌高し一一一二石となっている。こ
の墹高の理由は、宝永四（一七○七）年の富士山の噴火によって
被害を受けた村熔の余荷高が付加されたもので、一三一石は幕末
になるまで変らず定着している。村高に対し、約八○．〈１セント
が
仙
郷
高
で
あ
る
。
ところで、表皿は、文政六（一八一一一一一）年同七（一八二四）年、
同八（一八一一五）年の各人の持高と助郷役金を示したものであ
（鋤）
る。この史料は、国役金と助郷役金とが一括されているが、その〈口
計は一○三賞三六一文であり、そのうち助郷役金が九六貫一六八
文で九三・ハーセソトは助郷役金で占められている。
したがって、個人の役金のほとんどが助郷役金とみてよいだろ
五○
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人別勘定 寛役金表1０
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文政８年文政６年 文政７年
合
５
４
８
－局
一
升
仙
肌
４
－ユエー
|]'１ ｊｌ名 １丁二付役金 役金 役金ｲ｢二付 石二付
貫文
４９５
側 文
561
820
684
貝 文
508
貫文
４８０
貫文
４３４
頁又
５４７
斗
１
８
３
●
・
’
１
－
１
lIi左衛'''１
兵ノ后衛門
韓 蔵０．１
惣右術ＩＭＩ
幸右衛１１１］
銀右衛'''１
伊右術''１］
幸左衛１１１１
戸右衛門
金左衛'''１
弥兵衛
新兵衛
Ｗ１ ｌｌＤ
八左衛''１１
半右衛ｌ１ｌｌ
童 １町’１
１１１１（八
樵八
藤戯
１１１１(左衛１１１１
藤右衛門
儀左衛'''１
，１野右衛rll
nE応寺
利方術｢Ⅱ］
佐兵沿
藤助
六右衛ＩＭＩ
好蔵
常右衛門
三方衛門
文右衛門
佐野右衛門
金七
葛右衛門
496983 703
586
９１９
842 ４１４
979 7２507 435
1901９５ 6７5.4.8.7
8.4.0.3
５５．８．９
Ｔ
Ｉ
の
る
Ｄ
】
ｏ
】
ワ
】
利
１
９
］
072 4４
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5094．０．８７ 082 1.784 437
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８８７
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文政６年 文政７年 文政８年
前 高名 持
役金'一万二付 役金|一石二付 役金|一石二付
貫文
3.291
４５２
３．７１５
７７２
３．７１５
７７２
１．１３３
１．６４７
１７５
５．３６９
２５２
６６７
２．３８８
３．８６４
２２８
３０３
８６７
１２１３
６１３
貫文
５２５
５０８
５１８
１５２
５１８
１５２
石斗升合
６．２．６．９
8.9.0
７．１．６．７
5.0.7.0
７．１．６．７
5.0.7.0
:質文
1．７５０
３８５
３．１９０
６６１
３．１９０
６６１
９７０
１．１１３
１５４
４．６０４
８１７
４８５
２．０４８
３．３１４
１９３
２５７
７４４
１.()3９
５２５
貫文
２７９
４３３
４４５
１３０
４４５
１３０
貫文
１．１６１
４４１
３．６２１
貫文
１８５
４９５
５()５
吉五郎
愈右衛門
甚右衛１Ｍｌ
藤七
甚右衛''１］
藤七
佐兵衛
治郎兵衛
五左衛門
惣左衛門
儀兵衛
源右衛門
幸七
繁蔵
留右衛'''１
栄蔵
半蔵
吉左衛門
所右衛門
久蔵
半蔵
宥右衛門
安兵術
３．６２１ 505
509
597
509
1．８．７．１
１．１．１．８
４．６．８．７
437
439
437
928
553
495
494
５．９．４
８．４．５
２．３．７．９
５１０
１．０２６
５１０
433
871
437 1．８３０ 524
5.2.0.3
1.7.0.5
２．０２９
８４５
１．１８１
２．２９１
389
495
1.0.1.5 2.257
計 190.1.7.8195.672 8０．２２５ 8３．３０４
文政６年
7年
8年
『御国役御伝馬ｌｌＩ人足銭，′1,1ｉｉｉ壱人別勘定帳』より作〃lii（稲子家文書）注
五
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う。すなわち、夫役出役が困難になり貨幣代納を求めるわけであ
る
の
に
役
金
が
膨
大
な
金
額
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
助
郷
役
負
担
が
、
夫
役
か
ら
租
税
形
態
へ
と
変
質
こ
そ
し
た
が
、
質
的
に
は
、
負
担
の
性
格
は
従
来
と
ま
っ
た
く
変
化
せ
ず
、
む
し
ろ
過
酷
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
持
高
に
対
し
、
役
金
は
ど
の
よ
う
な
割
合
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
見
る
た
め
に
、
一
石平均と役金との割合を算出して見た（表皿参照）。それによる
と
、
必
ず
し
も
平
均
的
に
な
っ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
自
立
度
の
低
い
農
民
咽
の
役
金
が
高
い
。
恐
ら
く
、
低
階
屑
ほ
ど
支
払
能
力
が
な
く
、
木
進
が
累
械
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
自
立
度
の
低
い
農
民
は
、
貨
幣
取
得
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
自
立
度
の
低
い
農
民
は
、
負
債
の
累
積
を
ど
の
よ
う
に
防
ぎ
、
ま
た
自
衛
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
零
細
農
民
に
と
っ
て
、
再
生
産
の
条
件
と
し
て
貨
幣
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
農
業
生
産
だ
け
で
は
、
到
底
無
理
で
あ
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
宿
や
村
内
で
の
代
勤
、
あ
る
い
は
駄
賃
稼
ぎ
に
従
事
し
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る。
（釦）
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
史
料
と
し
て
「男者薪ヲ取、小田原二払出シ、代々替候而渡世仕候」
「（略）松杉粗生シ潅木茂生シテ薪ヲ産ご
「（略）小田原駅及井細田村へ輸送ご
と
あ
り
、
広
く
久
野
村
、
三
竹
山
村
方
面
の
山
林
な
ど
へ
、
薪
の
採
取
を
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
担
（
宇
佐
美
）
し
、
小
田
原
宿
へ
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
様
子
が
、
僅
か
な
が
ら
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
府
川
村
の
村
民
が
小
田
原
宿
へ
真
木
小
屋
二
か
所
を
建
立
す
る
旨
（犯）
の許可願いを国産方へ提出している。即ち宿内の「竹花町、山角
町通江真木納屋弐ヶ所相建、寸尺束等改毛頭私曲無御座、値段高
下無久様、明日一一売買仕度奉存侯」とあり、両町に真木を保管す
る納臆の連立許可を得てその普請については「私共相企申度奉存
候間、被仰付候様奉願上候、左候得者、御慈悲ヲ以、普請金井稲
作取入久時節、真木貰置金御拝借被仰付、被下置候様奉願上侯、
御返し上納之儀者十ヶ月之内二者、迫を急度御上納可仕候、右一一
付、年々為冥加金三拾両宛差上申度奉願上侯、右奉願上候通被、
仰
付
被
下
置
候
ヘ
ハ
、
難
有
仕
合
可
奉
存
候
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右
の
こ
と
か
ら
、
小
田
原
宿
内
で
府
川
村
の
村
民
が
真
木
を
販
売
し
て
い
たということが明白であろう。また、零細層が、村内で渡世の生
業として助郷役の代勤をしていることも明らかで、農間余業とし
て
代
勤
し
つ
つ
、
次
第
に
専
業
に
な
っ
て
い
く
も
の
も
現
出
し
て
い
っ
た
と
（羽）
樅定できるのである。前表、の持高がゼロで役金を支払っている
佐兵術、治郎兵衛、五左衛門、惣左衛門らが恐らく、この人隅役
専業者に該当すると考えられるのである。
以上のように、零細農民にとっては、村内に滞留し、代勤をし
貨幣を取得するか、宿、街道において駄賃稼ぎをし取得するかで
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
また、上層農民と下層農民との格差の大きい府川村では、上層
（錘）
農民の中に村内の零細層を雇用し、地主的経営に力を注いだ。次
五
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の
史
料
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「衾紙）炭附鑑札控帳」
小
左
衛
門
文
久
元
辛
酉
年
平
兵
衛
善
右
衛
門
他
五
人
半
紙
・
鼻
紙
伊
豆
半
紙
注
文
状
蔵
半
紙
什
來
半
紙
二
貫
各
種
半
紙
の
注
文
矢
倉
沢
御
関
所
石
橋
久
左
衛
門
七
兵
衛
大
半
紙
等
注
文
書
関
口
源
右
衛
門
他
一
名
七
兵
衛
半
紙
・
鼻
紙
伊
豆
半
紙
注
文
府
川
村
組
頭
中
とあり、紙の製造販売をしていたことが理解される。
蔵
半
紙
廿
火
松
本
梁
右
衛
門
の
注
文
ち
り
紙
一
山
七
兵
衛
怯
政
史
学
第
三
十
六
号
また文化一一一（一八○六）年の史料にも「上大井村」の「八左衛
（鍋）
門所持之酒造株壱斗圭直升」を「府川村利平方江譲渡」したとある。
貨
幣
経
済
の
農
村
へ
の
没
透
は
、
且
て
の
夫
役
体
系
と
し
て
の
助
郷
役
の
本
質
を
大
き
く
変
質
さ
せ
た
。
労
働
力
の
提
供
か
ら
貨
幣
納
へ
の
転
換
。
こ
れ
は
封
建
的
頁
租
で
あ
る
年
貢
の
生
産
に
、
日
己
の
労
働
力
を
投
入
し
て
き
た農民にとっては、貨幣納という形態は矛盾であった。貨幣取得
のためには、年貢生産だけでは、どうにもならない。そこで、上
肘
農
民
は
農
業
の
経
営
の
転
換
を
は
か
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
く
た
り
、
必
然
的
に
絲
営
の
規
模
を
拡
大
す
る
方
向
へ
と
行
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
反
町
、
零
細
層
に
お
い
て
は
村
内
に
洲
翻
し
、
賃
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
、
ま
た
助
郷
役
の
代
勤
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
恥
と
こ
ろ
が
、
必
ず
し
も
、
上
層
農
民
に
お
い
て
商
業
的
農
業
の
転
換
が
は
か
ら
れ
て
も
、
成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
助
郷
役
は
原
則
と
し
て
個
人
の
持
高
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
る
が
、
助
郷
組
合
が
そ
の
責
を
負
わ
ね
ば
な
ら
ない。そのため、府川村では「助郷無尽」積立をし、助郷御賄役
（妬）
金
の
Ⅱ
的
で
、
相
互
共
済
的
な
無
尽
を
組
織
し
て
い
る
。
表、がその一覧である。平均四八文づつであるが、最高は利左
術門の一両で、一○文以下は弥兵術、新兵衛、権八が八文、□右
衛門の六文、源八の九文である。前者の持高は三五石余、後者は
二
打
に
棚
た
な
い
下
川
艇
民
で
あ
る
。
利
左
衛
門
や
七
兵
衛
な
ど
は
家
族
数
も多く、村内での労働力を吸収し、商業的農業経営の展開が積極
的
に
な
さ
れ
、
貨
幣
取
得
に
有
利
な
条
件
が
あ
っ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
が
、
そ
れ
に
対
し
二
打
に
も
満
た
な
い
零
細
属
は
、
、
己
の
労
働
力
を
放
出
し、賃労働によって貨幣を取得していったのである。
五
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助郷掛金無尽取立表表1１ 文政１２年
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
担
（
宇
佐
美
）
㈱・ﾎト二ｚ－１ｌ１ｊ名 前’掛金額
猜左衛門後家
善右衛’'１｝
菫士
ｐ Ｉｌ
惣右衛’''１
幸右衛’'１１
銀右衛門
要蔵
久蔵
戸右衛｜Ⅲ］
吉右衛’''１
吉五郎
J1ｉ右術Ｉ１Ｉｌ
雀右術’''’
－１上下け． ‐上
藤七
利兵衛
弥兵衛
新兵衛
儀兵術
治 助
-ｹ．兵術
平右衛’'１］
＝１，．
薑昌一 １山
源八
権八
為蔵
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
３
０
５
２
９
７
９
４
７
５
３
３
２
３
２
０
８
８
０
９
５
３
９
９
８
１
５
４
６
７
１
７
６
０
８
４
１
４
３
’
３
５
７
９
１
５
２
５
５
２
９
２
２
１
３
叩
、
２
２
１
１
源右衛
藤右衛
儀右衛
伊野右衛
正応
文右衛
金
利左衛
□右衛
七兵
宣」壬
「--1〆、
佐野右１１１１
源右衛
藤
元右術
好
栄
半
新右術
省右術
常右術
安兵
国
佐兵
次郎兵
惣左衛
Ⅲ
Ⅲ
門
川
寺
門
七
門
門
衛
術
Ⅲ
Ⅲ
肋
門
蔵
蔵
蔵
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
術
成
衛
衛
門
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
乃
聖
Ⅳ
船
朋
妬
朋
両
６
４
２
０
４
０
８
１
６
２
９
２
９
０
６
８
８
６
７
１
６
５
６
３
６
３
８
１
７
３
６
７
７
４
２
１
１
４
１
６
１
１
１
２
３
５
賞
金
１
五五
注文政12年『助郷掛金無尽取立帳』より作成
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近世における小田原宿は、宿場町としての小田原と、城下町と
しての小田原という一一虚支配構造のもとに機能した近世都市で、
江戸に近接し、繁忙を極めた宿であり、その果たす役割は大き
く、補完的な機能を持つ助郷課役の負担もまた過重であった。
周知の通り、元禄七（一六九四）年を機に助郷賦役収取体系が
確立し、以来、近肚後期に至り、貨幣による代納に変質し、川税
体系としての助郷役の展開する中で、農村は大きく変ぼうしてい
った。本稲はこのような過程の中で、小田原宿の西助郷村の農民たち
が、どう対応していったのであろうかを検出したものである。殊
に、文政度を中心に、交通量の増大によって助郷役が過酩とな
り、貨幣化の進展する中で、幕府の窓意的な収奪の強化によっ
て、西筋助郷村では、対応しきれなくたり、拝借金や貸付金、下
賜金などによって辛くも切り抜ける努力をしてきた。しかし、貨
幣経済の農村への浸透は、村落構造に大きな変化をもたらした。
上層農民は土地集積をし、資本を蓄積しつつ経営の拡大をはかっ
ていき、下層農民は村内に滞留し、助郷役の代勤や、宿場におい
助郷役の貨幣納化は、村落構造を大きく変質させた。商品経済
の農村への浸透が、本百姓経営を崩し、商業的農業経営への転換
を促進させた。かくて、助郷役は、夫役体系から請負業者による
租税という収取形態に変質せざるを得なくなっていったと考えら
れ
る
の
で
あ
る
。
五
、
む
す
び
に
か
え
て
法
政
史
学
第
三
十
六
号
て伝馬役に従事したりして貨幣を取得、交通運輸の専業者に転
挽
、
「
賃
労
働
者
」
に
な
っ
て
い
く
。
また、小商いをする村民が増加していったことにも注目した
い。足柄上郡の松田、金井島村周辺では、小田原宿から駿州、沼
津、三嶋、甲州方面、関本宿方面への諸物資運輸の仲継地となっ
（Ｗ）
て、物資の流出入が擬んとなり商品流通の拠点でもあった。それ
ゆえ、作間稼ぎに小商いをする腱民が増加し、貨幣取得を有利に
していった。腱隙小商いの増加は、「御府内商人之障ニ相成」る
ということで、宿方の商人から取締をして欲しいと願書まで出さ
（犯）
れている。
かように、あらゆる手段を講じつつ、貨幣を蓄積していった。
しかし、それを越える助郷課役収奪には、到底追いつけなかった
のである。一見、合理的と考えられる貨幣代納は逆に農民を困窮
にした。過酪といえる助郷負担は、ますます農村を疲幣に追いや
り、このような動向が次第に助郷制度を崩壊せしめる要因となっ
たのであると縁えられるのである。
（了）
註（１）文化七年『東海道小田原定助郷川助郷石高村名控帳』
（稲子家文書）
（２）貞享三年『御引渡記録集成』（『神奈川叢書』第一輯）
元禄十三年『村高覚』（『神奈川県史』資料編、５近世２）
天保五年『相模国郷帳』（同右）
（３）文政七年『御番衆様御通行二付助郷人足割当帳』（稲子家
文書）
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文政３年□月分
未進額
（
４
）
拙
稿
「
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
課
役
の
実
態
」
Ｓ
さ
か
わ
』
、
酒
匂
中
学
校
研
究
紀
要
五
号
所
収
）
（
５
）
（
１
）
に
同
じ
（
６
）
寛
延
三
年
『
小
田
原
宿
助
郷
帳
』
（
小
田
原
市
立
図
書
館
蔵
）
村 □月末進月害 傭名 考小田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
担
（
宇
佐
美
）
貫文 貫文
1．１５０中沼村
４．７人分
７．９人分
20.8人分
16.5人分
２．８４０
４．７５８
2．００ＩＩＪ［「 村
1２．５２８
９．９２９池上ホ
炭焼所村 2．５５８
38.4人分
６．７人分
2３．０３０
４．０４６中島ネ
円通寺ネ ２０００
湯本村 10.3人分６．１７８
9．４３０
８．０４４和田ケ原村
小合村 1－５００
57.6人分
40.6人分
54.6人分
１３．４人分
3４．５４４
２４．３６５今井村
3２．７４０
８．０２４久野村
人生 村 1.1人分6６２
ｉ’之名キ ６．２５６
荻窪村
中曽根村
堀之lL1村
三竹ｌｌｌ村
延沢村
飯田岡村
福泉村
多古村
狩野村
4．１９３ 7人分 （
７
）
文
政
六
年
『
助
郷
賄
月
割
未
進
帳
』
穴
部
村
他
助
郷
組
合
、
（
稲
子
家
文
書
）
（
８
）
文
政
六
年
『
助
郷
役
銭
取
立
帳
』
（
稲
子
家
文
書
）
（
９
）
西
助
郷
村
未
進
（
一
部
）
文
政
三
年
８７２
リ《)()Ｏ￣ＣＧ．
４．()８８
２．７０１
３９．６３０
１４．７７７
３．９８４
９．４４６
4.2人分2．５２７
7２４
３５０
註文政３年『未進月割帳』より作成
上表に示した未進一覧は，西助郷村の一部の村落の未進額である。文政
３年における１年間の総計未進額ではなく，ある月の未進である。
正人足に換算した人数は，備考欄に示した正人足賃600文であるから，
今井村の場合，１００人近い人足が未進となっている。恐らくこの膨大な数値
は，前月から繰り越され累積されたものであろうと推定できるのである。
月割も，年間平均月割未進ではなく，ある月の月割未進額である。延沢
村の例をとると，月割が66人という数となる。
五七
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法
政
史
学
第
三
十
六
号
村 名 拝 借 金 名村 拝 借 金 表３
参
照
文
政
八
年
。
札
之
事
」
（
稲
子
家
文
書
）
文
政
八
年
「
党
」
（
稲
子
家
文
書
）
文
政
八
年
『
酉
年
助
郷
御
賄
借
用
金
控
』
（
稲
子
家
文
書
）
両分朱貫文分厘
6.0.21,永５８．３．０
貫文分厘
永124.0.6
両分朱
５．１．２板橋村 曽比村
牛嶋村
宮の台村
風祭村 1．３．２ 4０．３．８ ４３－０ 7６．５．２
入生田村 1．０２ ４５．３．８ ４２２ 3.7
□0.2湯本村 円通寺村6７．０－０ ２０ 7２６５
穴部村 中ノ名村３．０ 8３－１－０ １．２－０ 2８－７．３
府） 村 延沢木112 1２２．５－１ ６１２ 4０－３６
北之窪村 金井島ホ1．０－２ 5５．４．９ ４０２ 7０１０
沼田村 吉、島村2－１－２ ８２－７－２ ９－０－０ 4２．２－４
三竹山村 和田ケ原ホ1．１．２ 3１．０．５ ４２－２ 1２０．６．２
８．９．６岩原村 竹松ホ２．１．０ 3５．０．９ ３．３０
庶下ホ塚原村 ４．２．０ 5．８．８ 3．０．２ 1５．５．７
炭焼所ネ 千津島Ｉ1１１－３６．０．２ ４０２ 7１．５．５
沼イ 岡野Ｉ
怒Ⅱ｜｜
]ｊｌｌｉｌ三｜ト
'|、Ｔ１ｊｌ
ｌｌＩＪ［１１}
今井ネ
４．２．２ 3６．５ ３．２ ５４
/~、〆へ
１５１４
、_ノ、_ノ
狩野ト ９．２－２ 3９ ４ ４２２ ２１．６．８
HHI木Ｉ ６．２．０ ７２．３ ３．０．２ 1091） 文化十二年『五月改メ助郷川入雑用帳』（稲子家文書）
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
侯
御
事
」
と
あ
り
、
拝
借
金
願
書
が
多
数
提
出
さ
れ
て
い
る
。
左
の
表
は
、
享
和
元
年
の
史
料
で
あ
る
が
、
一
例
と
し
て
整
理
し
て
み
た
。
福泉村 ２．０ 4８．２－４ 1４．７．１２
雨坪村
弘西寺村
蓮正寺村
飯田岡村
中門根村
堀之内村
新屋村
小代村
東栢山村
西栢山村
２０２ ７１９１ 2．３ ８７．１．８
1７－９．３２２－０ ４１２ ７９９
荻窪村
池上村
井細’'１村
多市村
上久野村
下久野村
中島村
４０(） ２３．０．４
１０１．６．７
６．２．０
２３．２．３
２８．１．８
１２０．０．１
８６．５．７
１１６．８．７
５１２ ４２－１－１
４１０ 46.5.□1．０－２
６．３．０
２．０．２
２０
３．２．２
２．１２
８．０.(）
2８．２．０
1２０２１
4０ ０ 五八
２－０ ７２２ 1０７－７４
１．１．０
２．２．０
１１０ 1０５．３．２
注享和元年『御拝借年賦元割帳』より作成
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小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
負
担
（
宇
佐
美
）
冊
男
、
（
国
ｇ
）
｝｝①（骨「○℃）
、「『（］「桿○）
円
諭
司
（
ご
口
）
｝へ⑫（［『］い）
「へ、（］『出、）
例弟山（弓屋）
一一『（得『山口）
へ「］画（］ヨロヨ）
へ「骨①（］『いつ）
「「桿の（』「堕桿）
一一】『（Ｈ「いい）
｛「」、（］「いい）
ご」①（Ｈ『②←）
剴料囚（弓圏）
二←（』「四℃）
｝へ。（』『』Ｃ）
湖索四（目穐）
湖屑削（］昼の）
紺
→、
ｒＴ了
天
川
三
年
「
乍
恐
以
書
付
奉
中
上
侯
」
（
稲
子
家
文
書
）
文
政
七
年
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
」
（
稲
子
家
文
謹
）
宝
永
六
年
「
乍
恐
書
付
以
奉
願
上
侯
御
事
」
（
開
成
町
、
内
藤
家
酉
園
茸
Ｏ
鳶
蝸
田
鴎
鳶
咄
向
望
冒
同
量
喘
再一・四・『・」の
』吟・口・「・］①
］四・』・『・＠
』四・』・「・＠
桿吟・山・「・】の
得吟・口・『・」①
］一・口。「・」①
得画０，．口・画②
出国・←・の。］山
、。①。］・ヨ
ト・○・ｍ。』の
四・つ・国・の
四・『・「・の
』０Ｊ。ｍ・国
桿・①。、。■①
○・ｍ・い・口「
○・四・吟・回国
○・②。』・国、
瀧珊向訓・’
○・函・つ・画、
○・］。①。杵」
三
河
量
味
」・「・山・口の
］・』・の・い「
』・の。ｍ・山①
』。①・の。』①
」。⑦。、。、①
』０ｍ・の。Ｐ①
』。①。、・四℃
］。、。←・口
田
這
鳶
咄
誘
河
空
雪
同
貿
味
一
酎
半
半
吟
一
碑
料
一
得の。ＣＯ』・』ｍ
Ｃｌ
Ｃ
冊
呉
』
専
鮭
》
冊
労
、
ニ
ハ
ン
澤、。←・吟・桿山
つ
い
の
Ｐ
冊
労
←
ご
臆
．
Ⅲ
労
ロ
ニ
ハ
メ
』ｍ・得・の。、
○
』］Ｐ｜冊黒嶋専憾．Ⅲ労、．「受ン
］Ｐの一
得、。］・の・の一
○一〕｜
Ｃｌ冊身心簿繭．、ユハン．『噂〕＄円熟鄙一一一周
〕、。①・の。］ｑｌｌ
碍、。①。①。』Ｊ》
つ一
〔一同諭些一一円
つ一
房、。①。ｏ・得ロ
Ｃｌ叶労←ご樋）ロュハン〉『尊】／）円諭削・巴一一軒
四醐一紺か尋臆一）
の。」。、。←一口・》（》」》｜拝・山＠Ｊ｜
〕←。』・「・程停一
へ「
一．一・○・○一・・①。］・◎一
＠口四一
へ｝
い・四・一・画』一山・吟・骨・Ｊｌ
の］←｜
｝｝
の。①。『。⑪｜
『の四一
］①四一「・
’○・＠．四・の’
一一
糾索］①二一軒
〕①①｜
〕』・ＣＯの。Ｐ、②。、。⑭。］一
「「
］得・『・＠。］一②・○ｍｍ｜
》の。①。、。①｜Ｐ。①。、一
心・○・ｍ。」』函・○・』・四一一・Ｊ『の｜
「「
』・『・囚・］申桿の．］。①・○一ｍ・□一
「「
畳
弗
一
膏
黒
（四）
（別）
卜
蔵
文謹）
『
年
貢
割
付
状
』
（
内
藤
家
文
謝
）
岡
野
村
の
被
害
と
復
興
状
況
淫
洋
罰際
國
顛
茸
『
柑
川
型
専
洋
』
片
二
苛
円
曰
輔
削
料
酬
鳶
咄
鰻
母
五九
捕
刈
詠
扉
「｝｝へ『へ
繍
刈
詠
罪
壽
蝿
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法
政
史
学
第
三
十
六
号
文
化
三
年
「
酒
造
株
譲
渡
」
（
稲
子
家
文
書
）
文
政
十
二
年
『
助
郷
掛
金
無
尽
取
立
帳
』
（
稲
子
家
文
書
）
松
田
町
町
屋
遠
藤
家
文
書
の
う
ち
、
問
屋
史
料
。
明
治
十
八
年
『
皇
文
化
十
四
年
「
乍
前掲（別）に同じ
文
久
元
年
『
炭
附
府
川
村
文
政
八
年
『
宗
門
人
別
改
帳
』
（
稲
子
家
文
書
）
寛
延
三
年
『
小
田
原
宿
助
郷
帳
』
（
片
岡
家
文
書
）
文
政
六
年
、
七
年
、
八
年
『
御
国
役
御
伝
馬
同
人
足
銭
、
小
前
壱
人
別
勘
定
帳
』
（
稲
子
家
文
書
）
天
保
五
年
『
足
柄
下
郡
府
川
村
明
細
帳
』
Ｓ
神
奈
川
県
史
』
資
料
天
明
三
年
「
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」
（
稲
子
家
文
書
）
寛
延
三
年
『
小
田
原
宿
助
郷
帳
』
（
片
岡
家
文
書
）
文
化
十
一
年
『
助
郷
下
ヶ
金
覚
』
（
稲
子
家
文
書
）
『
助
郷
組
合
「
州
ｌ
』
穴
部
組
合
（
稲
子
家
文
書
）
拙
稿
「
小
田
原
宿
に
お
け
る
助
郷
の
係
争
」
ｓ
小
田
原
地
方
史
研
究
』
第
六
号
所
収
）
天
保
五
年
『
足
柄
下
郡
府
川
村
明
細
帳
』
ｓ
神
奈
川
県
史
』
資
料
綿
５
近
世
２
）
府
川
村
亘
不
門
人
別
改
帳
』
（
》
久
元
年
『
炭
附
鑑
札
控
帳
』
稲
子
家
文
書
名
主
七
兵
衛
方
、
和
平
衛
力
な
ど
で
は
、
下
男
、
下
女
の
抱
奉
公
人
が
見
え
る
が
、
賃
労
働
者
と
し
て
雇
傭
さ
れ
た
と
恩
わ
れ
る
。
（
稲
子
家
文
書
）
書
、.ノ
編
５
近
世
２
）
『皇国地誌残稿』
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
」
（
寛
政
二
年
ｌ
明
治
十
年
ま
で
、
稲
子
家
文
後
記末
筆
と
な
っ
た
が
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
主
任
教
授
村
上
直
先
生
、
史
料
拝
覧
の
た
め
御
世
話
に
な
っ
た
稲
子
正
治
氏
、
小
幕
紀
久
子
氏
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
（
犯
）
文
政
十
三
年
「
農
間
小
商
人
増
加
二
付
取
締
申
渡
」
（
開
成
町
瀬
戸
家
文
書
）
六
○
Hosei University Repository
